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2026 春季生活闘争スローガン 

ＯＮＥ ＴＥＡＭで 今年も 賃上げ！ 
２０２６年３月１０日 日本鉄道労働組合連合会 

 

ＪＲ連合近畿地協・ＪＲ西日本連合・ＪＲ西労組は３月
５日、大阪市内において「２０２６春季生活闘争総決起集
会」を開催した。今春闘最大のヤマ場を迎える中、物価高
を上回る持続的な賃上げの実現を訴え、各加盟単組から
270 名が結集した。 

 
ＪＲ連合近畿地協を代表してあいさつした羽野敦之議

長（ＪＲ連合副会長、ＪＲ西日本連合会長、ＪＲ西労組中
央執行委員長）は、度重なる危険事象が続いていることに
警鐘を鳴らしつつ、「安全確立に必要な人財を確保するためにも、全ての
賃金のベースとなる基本給の底上げ、ベースアップにこだわり、ＯＮＥ Ｔ
ＥＡＭで取り組もう！」と参加者・加盟単組に呼びかけた。 

 
来賓として参加したＪＲ連合の宮野勇馬企画局長は、「ＪＲ産業の発展

には人財の確保・定着が不可欠であり、グループを含めた賃上げのために
も適正な価格転嫁が必要」と訴え、今次春闘の取り組みを通じて労働組合
の必要性を発信し、組織の強化・拡大につなげるよう呼びかけた。 

 
集会は基調報告、加盟単組の決意表明と続き、４名の代表者からそれぞ

れヤマ場に向けた決意が力強く表明された。 
 
最後は、参加者全員で「今年も賃上げ 人財への投資を！」と訴える集会

アピール行動で心を合わせ、組合員の思いの込められた 317 枚の檄布に囲
まれる中、羽野議長の団結ガンバローで決意を固めあった。 

  

羽野敦之議長 


